
　
岡
山
市
に
本
部
が
あ
る
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
ご
が
、
ネ
パ
ー
ル

Ξ
内
に
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
科
大
学
」
を
設
立
す
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。
４
、
５
年
後

を
め
ど
に
１
学
年
約
5
0
人
の
６
年
制
大
学
と
３
５
０
床
規
模
の
付
属
病
院
を
設
け
、
地
域

Ｅ
療
と
国
際
医
療
救
援
活
動
を
担
う
人
材
を
育
て
る
と
い
う
。
　
　
　
（
赤
木
基
宏
）

岡
山
の
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
が
計
画

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
菅
波
茂

代
表
（
6
2
）
に
よ
る
と
、
建
設
地
に

つ
い
て
は
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
病
路
が
あ
る
ダ
マ
ソ
ク
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
一
言
石
鰐
弓
瓦
る
ブ

上
士
を
竺
ご
竺
し
て
い
る
。

｀
経
費
＝
ユ
２
儒
止
嶮
同
程
度

で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
自
己
資
金
の
ほ

か
、
寄
付
や
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

エ
Ｃ
Ａ
）
、
世
界
銀
行
な
ど
の
支

援
・
融
資
を
充
て
る
予
定
と
い

う
。
　
教
員
や
ス
タ
ッ
フ
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
ネ
パ
ー
ル
支
部
員
の
医
師
に

救援活勤但う人材を育成
務
め
て
も
ら
う
こ
と
や
、
カ
ト

マ
ン
ズ
近
郊
に
あ
り
同
支
部
員

が
医
学
部
教
員
を
務
め
る
ト
リ

ブ
バ
ン
大
学
に
協
力
し
て
も
ら
う

こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。
被

災
池
や
避
難
所
で
の
医
療
支
援
を

念
頭
に
、
予
防
医
学
や
公
衆
衛
生

を
重
視
す
る
方
針
で
、
屑
屋
期
医

療
で
実
績
の
あ
る
日
本
の
大
学
の

協
力
を
得
て
、
産
科
・
小
児
科
に

力
を
入
れ
る
構
想
も
あ
る
と
い

う
。
　
ネ
パ
ー
ル
支
部
で
は
既
に
開
設

構
想
推
進
を
可
決
し
て
い
る
と
い

極値禰プグすい

ー　･l　aJ㎜－　J　・ 、
今
後
、
詳
細
な
計
画
を
策
定

る
。
菅
波
代
表
と
同
支
部
の
レ

ミ
支
部
長
が
１
月
1
5
日
、
ヤ
ダ

:l旭夭

　＝　-･ 統
領
を
尭
発
萌
し
た
阿

庖
賢
ご
た
と
こ
ろ
、
大
統

　
一
私
に
と
っ
て
も
喜
一
、
。
）
。
今

も
ネ
マ
ー
辺
の
人
た
ち
を
助
け

て
欲
し
い
▽
と
言
わ
れ
た
と
い

う
。
　
菅
肢
代
表
は
「
医
科
大
が
で

き
る
と
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
理
念
に
基

づ
い
た
人
材
を
自
前
で
育
成
で
き

る
よ
う
に
な
る
」
と
話
し
て
い

る
。

ネ
パ
ー
ル
の
ヤ
ダ
ブ
大
統
領
（
中
央
）
を
表
敬
訪
問
し
た
菅
波
茂
・
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
（
左
）
と
レ
グ
ミ
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル
支
部
長
。
こ
の

際
に
医
科
大
構
想
を
説
明
し
た
と
い
う
＝
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
提
供
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